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《１学年 職業ガイダンス》 

9 月 10 日（木）に、１年生全員を対象に「職業ガイダ

ンス」が開催されました。職業ガイダンスは、各界で活

躍している職業人を招き、「仕事」が社会をどのように動

かしているのか、そのためにはどのような資質・能力が

求められるのかを知る、を目的として毎年 9 月上旬頃に

進路指導部が企画しています。今年度は、「法律」「国際

貢献」「金融」「農業」「製造」「医療①」「医療②」「報

道」「エネルギー」の 8 分野から 9 名の講師をお招きしま

した。１年生は自分の興味・関心のある分野を選択し

て、それぞれのガイダンスを受講しました。 

 

高校生にとって、普段は触れる機会が少ない各界で活

躍するプロによるガイダンスは、生徒たちの知的好奇心

を強く刺激するとともに、大学進学の先にある「仕事と

は何か」「働くとは何か」を考えさせられる貴重な体験と

なったようです。以下は参加した生徒のガイダンス別の

感想から一部を抜粋・編集したものです。 

 

 

 

 

 

 

･･･････････････ 法 律 ･･･････････････ 

◆法曹界で活躍する人は、どんなときも論理的思考力と行

動力、コミュニケーション能力が必要とされる難しい立

場にあることを知った。これを機に、検事の他にも弁護

士や裁判官の仕事についても深く調べて、将来の職業選

択の可能性を広げていきたい。 

◆検察官の判断が、被疑者の人生を大きく左右するからこ

そ、とても大きな責任をともなう難しい仕事だと思い知

らされた。私は将来法学部に進学したいと考えているが、

法律だけに捉われるのではなく、法律の使い方や考え方

についても深く学んでいきたいと思った。 

 

･･････････････ 国際貢献 ･･････････････ 

◆国際的に働いて活躍するということは、ただ英語を話せ

るということではなく、自分が今まで学んできた専門的

な技術や能力を様々な国で生かすということが分かり、

どういう形でどんな専門性を武器にして働きたいのか

を真剣に考えていきたい。 

◆世界にはまだまだ十分な教育を受けることができない

子どもたちがいる中で、自分が教育を当たり前に受け

られていることを忘れず、行動する精神を持ち続けな

がら学校生活を過ごしていきたい。 

 

･･･････････････ 金 融 ･･･････････････ 

◆日本銀行が日本の経済状況を詳細かつ正確に分析し続

けていることが分かった。また青森県は田舎のイメー

ジが強かったが、実際は農業や工業、エネルギーや観

光の面で経済活動が活発であり、大きなポテンシャル

を持っていることが分かった。 

◆自分の将来のために、自分の可能性を狭めないで何事

にも挑戦してみることや、社会に対するアンテナを高

く張ること、社会の出来事になぜと疑問を持つことを

忘れずにこれから毎日を過ごしていきたい。 

 系 統 事 業 所 名 

１ 法 律 青森地方検察庁 検事 

２ 国際貢献 
UNICEF（国際連合児童基金） 

教育計画コンサルタント 

３ 金 融 日本銀行青森支店 支店長 

４ 農 業 
青森県産業技術センター 

農林総合研究所 企画経営監 

５ 製 造 
（株）オカムラ食品工業 

総務人事部 

６ 医療① 内科おひさまクリニック 院長 

７ 医療② 
あおもり協立病院放 

放射線科技師 

８ 報 道 
青森放送株式会社 

報道局 アナウンス部 

９ エネルギー 
東北電力株式会社 

青森支店 副支店長 



 

 

 

 

 

 

 

･･･････････････ 農 業 ･･･････････････ 

◆人と違うものを持っている研究員は強い。田舎館村の

田んぼアートも普通の人なら捨てている変異種を捨て

ずに活用して始まった。人よりも強い好奇心や探究

心、根性を持つことは必要であり、異なる分野の人や

海外の人たちとも協力することが大切だと感じた。 

◆青森県のような人口の少ない地域でも、豊かな産業が

あることや、たくさんの人が研究に力を注いで青森の

経済を発展させようとしていることに感動した。青森 

 の農業にも多くの課題があるので、解決に携わることが

できるように毎日の勉強を頑張りたい。 

 

･･･････････････ 製 造 ･･･････････････ 

◆世界中に系列会社、子会社を持つような大企業が青森

県に、それも家の近所にあることを知って驚いた。青

森でもできることや青森だからできることがあるとい

う話から青森で働くことへのイメージが変わった。 

◆一つの企業・部署にも多種多用な自分が知らない職種

があり、将来進学や就職するときになっても、自分か

ら挑戦してみたい分野以外にも目を向け、知識を吸収

する意欲的な姿勢が必要だと感じた。 

 

･･･････････････ 医療① ･･･････････････ 

◆医師の価値は、命を“救えた”“救えなかった”ではな

く、どのように患者たちに向き合い接することができ

るか、という点にあると思う。AI の進歩により仕事の

時間が省かれていったとしても「病気を抱えている人

を診る」という仕事はなくならないと感じた。 

◆今回の講義で一番感じたのは、医師という職業は複雑

で簡単にはいかないということで、そんな職業だから

こそ患者や失敗から多くを学び、人生を豊かに（自分

も相手も）することができるのだと感じた。今は目の

前の勉強や医学部受験に集中するだけでなく、周囲と

のコミュニケーションやリーダーシップ、協調性など

の医師にとって不可欠な能力を身につける行動をとっ

ていきたいと思う。 

･･･････････････ 医療② ･･･････････････ 

◆常に新しい知識を進んで取り入れていくことや、責任

感を持って行動することは、医療の世界だけでなく毎

日の学校生活でも大切なのだと感じた。今はコミュニ

ケーション力を伸ばすことを意識して毎日の生活を送

っていきたいと思う。 

◆医療の現場では、一つ一つの症例にいろいろな専門職

の人が関わることによって、一つの病気が治っていく

と知り、患者だけでなく、医師や関係者などさまざま

な人とのコミュニケーションや、常に最新の技術を取

り入れようとする探究心が必要だと分かった。 

 

･･･････････････ 報 道 ･･･････････････ 

◆今回の講義を通して、実際に体験することが重要だと

感じた。実際に講師の先生が大学での活動をきっかけ

に将来の夢を決めたと聞いて、日々の活動が貴重な経

験となり、自分のこれからの人生に大きな影響を与え

ることは分かったので、今後の学校生活を見直し、何

事にも積極的に挑戦してみようと思った。 

◆いろいろなことに興味を持ったり、参加してみたりす

ると自然と一生懸命になれることに出会えるはずだと

希望を与えてもらったので、「無駄な努力をする」こと

から多くを学んでいきたいと思う。 

 

･････････････ エネルギー ･････････････ 

◆目標を自分が考えるよりも高く設定することよって、

それに向かう過程での努力が自分を成長させてくれる

ことや、社会に関心を持ち、自分の将来を自分で考え

ることの大切さに気づかされた。 

◆企業としての業務だけでなく、地域への貢献活動も大

きなやりがいになると感じた。会社の仕事で要求され

るスキルは学校生活にも応用できるので、今のうちか

ら社会や自分の将来に関心を持ち、普段から興味・関

心の幅を広げ、自分のためになる毎日にしたい。 

 


